
13 借 地利用による飼料自給の拡大条件 (畜 試 経営部 )

( 1 ) 背 景 とね らい

酪農経営の規模拡大はじ飼料桂盤としての土地基盤の整備拡充が重要であるが、地価の上

昇、農地保有の財産的性格のlJRさから、農地を購入しての規模拡大は困難になってきている。

そこで、土地の外廷的拡大をはかる1つの方途として借'也オJ用が行なわれており、借地農

家率は,県 内20頭 以上飼養農家の 2駄 6%に なっている。

特に主要麟農地帯の商沢、大野、房巻では 40～ 60%と 高い。また、借地面積の大きい

農家程頭数拡大進み、飼料白給率も高い傾向にあり借地利用が規模拡大の有効な手段と思わ

オ■る。

ここでは、飼料自給拡大の経済性と借地利用の条件について、酪農家私経済の立場から検

討したので参考に供する。

( 2 ) 技 術 の内 容

1)飼 料自給拡大の経済性 (図 3)

53年 牛乳生産賛調査から自給飼料の支払可能価格をみると、自給率が高まるにした

がって支払可能佃格は高まる。自結率 50%以 上で、牛乳生産貿調査の粗飼料生産賛を

上回り有利性がみられる。 したがって 50%以 上の自給率を達成することが必要である。

また県内路農家の平均的自結率は55～ 60巧 でぁり、 55%と して計算すると、T

TpNl町 6a5円 (と うもろこしサイレージ1■ 4円、牧草サイレーシa2円 、乾草

34円 /現 物物 )以下に生産貸を抑える必要がある。

2)飼 料別収量水準と地代負担力 (図 4 表 3)

とうもろこしでは、収量 4000し 4ま た、牧革サイレ=シ 、乾車では収量岳000

し、水準で地代負担力が出てくるが、現在の借地料水準があ000円 であるのでとうも

ろこしではこ000k7、 牧草サイレージ、乾草では Q000駒 以上の収量を達成するこ

とが必要である。

3)借 地の立地と技術対応                           !

借地の立地は、機1状化適正のあることが基本で距離よりも1団地の大きさが重要であ

る。また面積の拡大に合わせて田定的生産要素の質的変更が必要であるが、過剰投資に

ならないよう、機械の共同利用作業受委託の拡大など、
‐
作業体系の変更も合めて総合的

に検討する必要がある。

( 3 ) 指 導 上 の 留 意点

(1)飼 料自綸拡大の意義は、その経営の発展段Fatや経営条件によって異なると考えられるの

でも対象経営の技術係数を確認し、経営成立の可否を検証しつつ指導する必要がある。
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( 4 )関 連試験 課題名   ( 5 2～ 5 4年 )

酪農における農用地流動化の成立条件と生産性の向上 (52～ 54年 )

( 5 ) 参 考資料

( 6 ) 主 要成 果の具体的 デー ター
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表 2 貸 し手の期栄的性格と貸し手との関係
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